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テニスンの代表作と思われる詩中には、かなりひんぱんに「月」が現われる。日中を支配
する自然物が太陽であるのなら夜を支配するのは月になるというごく一般的な概念を超えた
何らかの特↓性がテニスンの詩中の「月」に見出されるのではないかという仮説を小論におい
て追求してみたい。
まずは1830年出版の習作`Claribel，を見てみよう。
Atevethebeetleboometh 
Athwartthethicketlone： 
Atnoonthewildbeehumneth 
Aboutthemossedheadstone： 
Atmidnightthemooncometh， 
Andlookethdownalone 
Hersongthelintwhiteswelleth， 
Theclear-voicedmavisdwelleth， 
Thecallowthrostlelispeth， 
Theslumbrouswaveoutwelleth， 
Thebabblingrunnelcrispeth， 
Thehollowgrotreplieth 
WhereClaribellow-lieth． 
（`Claribel''119-21） 
クラリベルが横たわっている洞窟の回りでは自然の長閑な風景が展開している。ここでの夕
方における場面は音のイメージでおおわれている。カブトムシやハチの羽音、様々な鳥達の
鳴き声、波音や小川の泡立つ音。つまり静寂のまま横たわるクラリベルと対照的に洞窟の外
は明るい春の響であふれかえっている。そして、この場面で例外的に音を発していないのは
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月だけなのである。真夜中に天空に昇る月は地上の春の光景を見降ろしている。亡くなった
クラリベルとつながり行くような厳粛さが、この月のイメージにうかがえる。
テニスン初期の代表作`Mariana,では、月は時間を意識させるという役割を担う。
Andeverwhenthemoonwaslow， 
Andtheshrillwindswereupandaway， 
Inthewhitecurtain,toandfio， 
Shesawthegustyshadowsway、
Butwhenthemoonwasverylow， 
Ａｎｄwildwindsboundwithintheircell， 
TheshadowofthepoplarfeU 
Uponherbed,acrossherbrow 
Sheonlysaid,`Thenightisdreary， 
Ｈｅｃｏｍｅｔｈｎｏｔ,,shesaid； 
Ｓｈｅsaid，‘Ｉａｍａｗｅａｒｙ,aweary， 
Iwouldthatlweredead1， 
（`Mariana''1149-60） 
この連で現われている自然物は月と風とポプラの樹である。注目すべきはこれらの自然物が
いずれも「動いている」ということである。月は時間の経過と共に移動し、今では天空の低
い所に位置している。風は白いカーテインの中に入り込み、影を揺らす。その影をつくって
いるのは言うまでもなく月光である。さらにポプラの影は月の進行と共にマリアナの室内深
く入り込み、彼女のベッド、ついには彼女の額にまで達する。マリアナの存在だけが同じ部
屋の中にとどまり続け、動くことのできない状況にある。つまりマリアナの部屋そのものは
時間が停止した状態なのだが、その部屋の外では日常的時間が絶えることなく経過している。
その時間の経過を象徴的に示しているのが「月の存在」なのである。‘low'から`verylow,へ
の月の変化は、対照的とも言える変化の無いマリアナの状態を際立たせる。
1832年出版の`TheLadyofShalott，でも月のイメージが見出される。
Onlyreapers,reapingearly 
lnamongthebeardedbarley， 
Hearasongthatechoescheerly 
Fromtheriverwindingclearlyう
DowntotoweredCamelot： 
Andbythemoonthereaperwearyl 
Pilingsheavesinuplandsairy， 
Listening,whisperｓ‘，Tisthefiliry 
LadyofShalott.’ 
（`TheLadyofShalott'’1128-36） 
月光を頼りに麦の刈り手達は麦束を積み重ねながら、川を越えて響き渡る歌声を耳にして、
｢あの歌声の持主は妖精シヤロットの女だ」とささやいている。日没後まで働き続ける麦刈
り人達を照らし出す月明かり。その中を流れるシャロットの女の歌は彼女の幻想性と神秘性
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を一層、色濃く映し出すのに役立っている。
Butinherwebshestilldelights 
Tbweavethemirror1smagicsights， 
Foroftenthroughthesilentnights 
Afimeral,withplumesandlights 
Andmusic,wenttoCamelot： 
Orwhenthemoonwasoverhead， 
Cametwoyoungloverslatelywed； 
`Iamhalfsickofshadows,，said 
TheLadyofShalott． 
（1164-72） 
シャロットの女は自分の部屋にこもって、眼前の魔法の鏡に映る現実世界の光景を機に織り
込んでいる。様々な人間達が鏡に映し出されて消えて行くが、月が天空に高く昇って、最近
結婚したばかりの愛し合う若い二人の姿が鏡面に現われた時、シヤロットの女は「私は影に
半ば飽き飽きしている」と言う。ここでの月は愛し合う若者達の世界を照らし出していると
同時に、シャロットの女を外の世界へ誘う光をも投げかけている。それに続く第３部の最初
に次の様な描写が見出される。
Abow-shotfiPomherbower-eavＣｓ， 
Herodebetweenthebarley-sheaves， 
Thesuncamedazzlingthroughtheleavcs， 
Andflameduponthebrazengreaves 
OfboldSirLancelot 
Ared-crossknightfbreverkneeled 
Tbaladyinhisshield， 
Thatsparkledontheyellowfield， 
BesideremoteShalott． 
（11.73-81） 
ここで表わされているのは、まばゆいばかりに輝く太陽を背にした勇猛な騎士ランスロット
の姿なのだが、いわば月に象徴されるシャロットの女と太陽に象徴されるランスロットとい
う二人は現実世界では、シャロットの女が生存したままの状態で出合うことはない。シャロ
ットの女が自らの部屋を出て宿命の死を遂げた後にランスロットの眼に触れるだけである。
月と太陽はお互いが決して交わることの無い存在であり、テニスンは月の世界のシャロット
に－度たりとも太陽の光を浴びているランスロットヘの思いを告げさせることもなく、彼女
を定められた死へと追いやってしまう。こうしたシャロットの女とランスロットとの隔絶し
た関係がこの連の最後の行の`remote，という形容詞で表現されている。
やはりテニスン初期の代表作`TheLotos-Eaters，の出だしの部分に次の様な「月」の表現が
見られる。
`Courage１，ｈｅsaid,andpointedtowardtheland， 
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`Thismountingwavewillrollusshorewardsoon 
lntheaftemoontheycameuntoaland 
lnwhichitseemedalwaysafternoon 
Allroundthecoastthelanguidairdidswoon， 
Breathinglikeonethathathawearydrealn 
Full-facedabovethevalleystoodthemoon； 
（`TheLotos-Eaters,’111-7） 
ユリシーズと仲間の船員達が「ロータスを食する人達」の居る島にたどりついた場面である。
ここでの光景は現実離れしていて、奇妙である。午後の時間帯（船乗達にはそう思えた）に
も拘わらず、谷の上に満月が人間の様に立ちそびえている（stood）のである。しかもこの
土地（島）では常に午後（aftemoon)であるように思え、海岸の回りを物憂い風が,洸惚とし
て吹いていたとある。つまり午後の太陽が出ているはずの時間帯に、この島を支配している
かのように月が出ているのである。
Theysatthemdownupontheyellowsa､｡， 
Betweenthesunandmoonupontheshorq 
AndsweetitwastodreamofFatherland， 
Ofchild,andwife,andslavqbutevelmore 
Mostwearyseemedthesea,wearytheoar， 
Wearythewanderingfieldsofbarrenfbam 
Thensomeonesaid，‘Wewillremrnnomore； 
Andallatoncetheysan９，‘Ourislandhome 
lsfhrbeyondthewave;wewillnolongerroam， 
（1137-45） 
｢ロータスを食する人達」は海岸上の、太陽と月の問、すなわち黄色い砂の上に腰を下ろし
て、黙然と海を眺めている。彼等の故郷は海を越えたはるか遠くにあり、もはや彼等は海上
を祐僅してまで帰郷しようとは思わない。彼等は人生における冒険を忌避した敗北者であり、
現実逃避者でもある。カミと言ってテニスンは彼等を必ずしも非難している訳でもない。むし
ろ自分もまた彼等の仲間になりたいと言うがごとき願望の影すらうかがえる。ここでの太陽
は「生の世界」を表わし、月は現実世界の向こう側の「死の世界」を暗示しているとも考え
られる。つまり「ロータスを食する人達」は生の世界と死の世界の中間に位置していて、暖
昧で空虚な空間に属している。月は前述したシャロットの女の住む世界と共通した死の世界
への暗示とも見なされるが、明確に太陽と対照をなしているところに注目したい。
Lo1inthemiddleofthewood， 
Thefbldedleafiswooedftomoutthebud 
Withwindsuponthebranch,andthere 
Growsgreenandbroad,andtakesnocare， 
Sun-steepedatnoon,andinthemoon 
Nightlydew-fed;andmmingyellow 
Falls,andfloatsadowntheair． 
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(11.70-6） 
ここでは森の樹木で育まれる葉の一生が表わされている。葉は枝上で緑色を増して大きくな
り、昼は日光を浴び、夜は月光の中で露を栄養源として成長し、やがて黄色に変わり、枝か
ら落ちて空中に漂うのである。まさに自然の正常な変化であるのだが、それには太陽と共に
月もが組しているということにもなる。すなわち、変化することを拒むがごとき「ロータス
を食する人達」の状態との対比として、こうした自然の営みが提出されていて、太陽も月も
動くものであり、変化する存在なのである。「ロータスを食する人達」が太陽と月の中間に
いて変化しないままでいる状態としては、太陽も月も動いていないということになる。「生
中死」に近い状況に彼等はあえて陥っている。‘Mariana,では月は「時間の変化」を表わし
ていたが、この詩でも明らかに月は変化の象徴的存在になっている。
‘StAgnes，Eve，では、１３歳での結婚を拒み、処刑された聖アグネスが描写されていて、こ
こでの月の描写には厳かな雰囲気が漂う。
Deepontheconvent-roofthesnows 
Aresparklingtothemoon： 
Mybreathtoheavenlikevapourgoes： 
Maymysoulfbllowsoon1 
Theshadowsoftheconvent-towers 
Slantdowntｈｅｓｎｏｗｙｓｗａｒｄ， 
Stillcreepingwiththecreepinghours 
ThatleadmetomyLord： 
MakeThoumyspiritpureandclear 
Asaretheffostyskies， 
Orthisfirstsnowdropoftheyear 
Thatinmybosomlies． 
（`StAnges，Eve，,11.1-12） 
４行目から６行目までの頭韻を初めとして`s，音を多く用いて静寂な』情景をかもし出す。そ
の静けさの中でアグネスの神への祈りが白雪を背景にして描出されている。その白雪は月明
りによって輝いていて、アグネスのひたすら神を思う純白な心情と結びついている。ここで
の月光は宗教的な崇高さをおびていて、それはアグネス自身の強烈な宗教性とつながり行く。
1842年出版の`Morted1Arthur，でも月のイメージは多様な姿で現われている。
Soalldaylongthenoiseofbattlerolled 
Amongthemountainsbythewintersea； 
UntilKingArthuristable,ｍａｎｂｙｍａｎ， 
HadfalleninLyonnesseabouttheirLord， 
ＫｉｎｇArthur:then,becausehiswoundwasdeep， 
TheboldSirBedivereupliftedhim， 
SirBedivere,thelastofallhisknights， 
Ａｎｄｂｏｒｅｈｉｍｔｏａｃｈａｐelnighthefield， 
Abrokenchancelwithabrokencross， 
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Thatstoodonadarkstraitofbarrenland 
OnonesidelaytheOcean,andonone 
Layagreatwater,ａｎｄｔｈｅｍｏｏｎｗａｓＭｌ． 
（`Morted1Arthur，,111-12） 
アーサー王の円卓の騎士達の中で最後に残ったのはベデイヴェア卿で、彼は深手を負ったア
ーサー王を肩にかついで「壊れた十字架のある壊れた教会堂の内陣」へと運ぶ。その教会堂
は暗い海峡の不毛な土地の上に立っている。片側には海が広がり、もう一方の側には大きな
湖が横たわっている。そこに満月が輝いているのである。ここでの月はまるでアーサー王と
ベデイヴェア卿の様子をすべて見守っているかのような存在感があり、かつ母性的な雰囲気
さえ漂わせている。
Sosaying,fromtheruinedshrinehestept 
Andinthemoonathwarttheplaceoftombs， 
Wherelaythemightybonesofancientmen， 
Oldknights,ａｎｄoverthemthesea-windsang 
Shrill,chill,withHakesoffbalnHe,steppingdown 
Byzig-zagpaths,andjutsofpointedrock， 
Cameontheshminglevelsofthelake． 
（11.45-51） 
ベデイヴェア卿はアーサー壬から託された魔剣エクスカリバーを捨て去るべく廃虚を出て、
墓場を横切る月光の中で湖へと向かう。その墓場には古代の偉大な人達、すなわち昔の騎士
達の遺骨が埋葬されている。ここでの墓場は当然のことながら死のイメージがつきまとい、
アーサー王自身の死への暗示にもなっている。いかなる英雄にも必ず死は訪れるのだ。そし
て眼前の湖面もまた月光を浴びて光り輝いている。死のイメージと隣り合わせのようになっ
て、ここでの情景すべてを月光が照らし出しているかのようである。
TheredrewhefbrththebrandExcalibur， 
Ａｎｄｏ１ｅｒｈｉｍ,drawingit,thewintermoon， 
Brighteningtheskirtsofalongcloud,ranfbrth 
Andsparkledkeenwithffostagainstthehilt： 
Forallthehafttwinkledwithdiamondsparks， 
Myriadsoftopaz-lights,andjacinth-work 
Ofsubtlestjewellary…． 
（1152-8） 
ベディヴェア卿が魔剣エクスカリバーを引き抜いた時も、湖面と同様その剣は月光を浴びて
光り輝いている。アーサー王を最高の支配者へと押し上げた魔剣も今やアーサー王のもとか
ら去って、湖中に戻されようとしている。その最後の輝きを誇示するかのように魔剣はこ
の世のものとも思えない光輝を四方に放っている。冬の月光は魔剣の輝きを演出する見事な
までの照明であり、さらに死の世界の暗示もまた含みうる。
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ThenquicklyroseSirBedivere,andran， 
Andleapingdowntheridgeslightlyうplunged
Amongthebulrush-beds,andclutchedthesword， 
Andstronglywheeledandthrewit・Thegreatbrand
Madelighmingsinthesplendourofthemoon， 
Andflashingroundandround,andwhirledinanarch， 
Shotlikeastreamerofthenorthernmorn， 
Seenwherethemovingislesofwintershock 
Bynight,withnoisesofthenorthernsea． 
（11.133-41） 
ここはベデイヴェア卿が３度目にようやく決意して、魔剣エクスカリバーを投げ捨てる場面
であり、その魔剣が稲妻のような光を発しながら空中を飛び行く姿を月光が巧みに演出して
いる様が十分にうかがえる。月光を反射しながら、放り投げられた魔剣はまさしく妖し気な
美をかもし出しながら、宙を舞い続けることになる。
Dryclashedhisharnessintheicycaves 
Andbarrenchasms,andalltoleftandright 
ThebareblackclifTchangedroundhim,ashebased 
Hisfeetonjutsofslipperycragthatrang 
Sharp-smittenwiththedintofann6dheels-
Andonasudden,lo1thelevellake， 
Andthelonggloriesofthewintermoon． 
（lL186-92） 
ここはベデイヴェア卿がアーサー王を背負って、湖に向かう場面である。アーサー王は、湖
に到着する前に自分に死が訪れることを恐れている。暗闇の中で、滑り易い崖を踏みつける
度ごとに武具の音が鳴り響く。そして、いきなり眼前に眺望が開ける。波一つない平らかな
湖が広がっていて、冬の月の長い光輝があたりの景色を包み込んでいる。ここらあたりの描
写では、暗闇の中で響き渡る武具や足音といった音のイメージから、突然、月光がスポット
ライトのように湖水の情景を映し出すという光のイメージへと移るという聴覚から視覚への
イメージの変化が鮮かである。ここでの`thelonggloriesofthewintermoon，という月のイメー
ジは宗教的な神々しささえも湛えている光輝であり、「冬の月」はあの世の象徴とも見てと
れる。
Butshe,thatrosethetallestofthemall 
Andfairest,laidhisheaduponherlap， 
Andloosedtheshatteredcasque,andchafbdhishands， 
Ａｎｄｃａｌｌｅｄｈｉｍｂｙｈｉｓｎａｍｅ,complainingloud， 
Anddroppingbittertearsagainsthisbrow 
Stripedwithdarkbloodfbrallhisfacewaswhite 
Andcolourless,andlikethewitheredmoon 
Smotebythefreshbeamofthespringingeast； 
－１５－ 
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(11.207-14） 
ここは三人の女王達の一人が傷付いたアーサー王を自らの膝の上にのせ、王の額の上に涙を
落とす場面である。王の顔には黒っぽい血がこびりつき、その顔は血の気を喪い、あの勇壮
で大胆で男らしい姿はもはや見る影もない。その有様は`thewitheredmoonsmotebythefiFesh
beamofthespringingeast，にたとえられている。かつては女王ギニヴイアによって"That
passionateperfection,mygoodlord-/ButwhocangazeupontheSuninheave､?，，(`Lancelotand 
Elaine，,1Ｌ122-23)と天空高く昇る太陽に擬せられたこともあったアーサー王が今や、早朝の
太陽の光によって「打ちひしがれた衰え行く月」へと落ちぶれている。まさに栄枯盛衰の象
徴だが、テニスンはそれを人間として生まれた限りは避けられない変化だと冷静に受け止め
ている。
ＬＭＳｑﾉﾉｶe肋ｇ中の`Guinevere，の章でも－箇所、「月」のイメージが見られる。
QueenGuineverehadHedthecourt,andsat 
ThereintheholyhouseatAlmesbury 
Weeping,nonewithhersavealittlemaid， 
Anovice:onelowlightbetwixtthemburned 
BlulTedbythecreepingmist,fbrallabroad， 
BeneathamoonunseenalbeitatfUll， 
Thewhitemist,likeafhce-clothtothefhce， 
Clungtothedeadearth,andthelandwasstilL 
（`Guinevere，,lL1-8） 
ここは`Guinevere，の最初の８行なのだが、モドレッドなどの追跡を逃れて、尼寺へとギニヴ
イアが逃げ込んだ場面である。付き添っているのは侍女（見習尼）－人である。外は霧が一
面にかかっていて、満月であるにも拘わらず、その月も見えない。あのアーサー王を見守り
続けた月もこのギニヴイアの居る場面では光輝を発せないでいる。それは尼寺という現実世
界とは一線を画した世界への暗示でもあり、ギニヴイアの置かれた苦境をも表わしているか
のようである。ギニヴイアは太陽はおろか月にも見離されたかのようである。
助ＯＣＭ'てﾉb"では月のイメージが－度のみ現われる。
Anddullthevoyagewaswithlongdelays， 
Thevesselscarcesea-worthy;butevennore 
HisfancyHedbefbrethelazywind 
Remrning,tillbeneathacloudedmoon 
HelikealoverdownthroughaUhisblood 
Drewinthedewymeadowymorning-breath 
OfEngland,blownacrossherghostlywall： 
（11.651-57） 
ここは10年以上も孤独の島暮らしをしてきたイーノック・アーデンが、偶然に水を求めて
その島に立ち寄った船に助けられて、自分の故郷のイングランドに向かう場面である。ここ
での`acloudedmoon'はイーノックの将来が不明確であやふやなことを暗示している。イー
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ノックを救い、乗船させてくれた船はほとんど`sea-worthy,ではなくて、その船の壁が`her
ghostlywall，と表現されているところにも不安の影がつきまとう。`ghostly，とは現実世界とは
かけ離れた別世界への暗示であり、`acloudedmoon'は、現実世界におけるイーノックの将来
への不安を投げかける表現ととらえられるだろう。事実、故郷に戻ったイーノックには存在
場所はなく、孤独の死を遂げることになる。
亡友を悼んで書き上げたテニスンの代表作肋MCmo'jα腕における月のイメージについて考
えてみたい。
ThetimedrawsnearthebirthofChrist： 
Ｔｈｅｍｏｏｎｉｓｈｉｄ;thenightisstill； 
TheChristmasbellsfiBomhilltohill 
Answereachotherinthemist． 
FourvoicesoffOurhamletsround， 
Fromfarandnear,ｏｎｍｅａｄａｎｄｍｏｏｒ， 
Swelloutandfail,asifadoor 
Wereshutbetweenmeandthesound： 
（XXVlll,l1l8） 
ｍＭＣｍｏｒｊａｍの中でも特に有名な箇所である。クリスマスの日が近づいて来ても、今なお詩
人の心は晴れずに、悲しみにふさがれたままである。月は雲に隠れていて見えない。しかし
４つの小村から鳴り渡る４つの教会堂の鐘の音は悲しみの中から少年時代のクリスマスの日
の喜びを心によみがえらせるかのようにきこえる。ここでの隠れた月は明らかに詩人の心の
暗うつな状態を暗示しているものの、やがて雲の合間から顔を覗かせるであろうという期待
感も抱かせる。
これと全く同様の月のイメージがこの詩の最後近くに姿を現わす。
ThetimedrawsnearthebirthofChrist； 
Ｔｈｅｍｏｏｎｉｓｈｉｄ,thenightisstill； 
AsinglechurchbelowthehiU 
lspealing,fbldedinthemist． 
Asinglepealofbellsbelow， 
Thatwakensatthishourofrest 
Asinglemunnurinthebreast， 
Thatthesearenotthebellslknow． 
Likestranger'voicesheretheysound， 
Inlandswhcrenotamemorystrays， 
Norlandmarkbreathsofotherdays， 
Butallisnewunhallowedground 
（CIV） 
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XXVIIIと同様、月は雲に隠れている。しかし、ここで鳴り響いている鐘の音は過去と決別
させるような異質な響を伴う。その音はまさに詩人にとって`Strangers'voices，のようにきこ
える。そして、すべては`newunhallowcdground'へと変化しているのだ。静かな夜、雲に隠
れている月という状況は変わらないが、確実に詩人の気持は現実世界へと向けられている。
ここでの月は見えないながらに胎動していて、まさに雲から顔を出そうとしているかに見え
る。そして、その月が最後に天空高く昇るのである。
Ａｎｄrise,Omoon,fiDmyonderdown， 
Tilloverdownandoverdale 
Allnighttheshiningvapoursail 
Andpassthesilent-lightedtown， 
Thewhite-facedhalls,theglancingrills， 
Andcatchateverymountainhead， 
Andoierthefrithsthatbranchandspread 
Theirsleepingsilverthroughthehills； 
（Epilogue,11.109-16） 
このんＭｂｍｏ,伽におけるエピローグはテニスンの妹セシリアの結婚を祝って書かれたもの
である。友人の死という悲しみを乗り越えて、妹の結婚を祝うという心境に詩人がたどりつ
いたということであろうが、長々と144行にも渡って、この結婚祝歌（Epithalamion）は書き
連ねられている。これまで雲に隠れていた月がようやく姿を見せていて、その月に詩人は呼
びかける。「天高く昇り、自然物や人工物を普く照らし出せ」と。以下、詩人の願いは人間
讃歌、さらには神への愛に帰してしまうのだが、親友の死によって暗黒の闇に沈んだ自らの
気持が次第に晴れ行く様を表わすのに月のイメージを用いるのが最適だと詩人は判断したの
だろう。月の清澄なイメージをこの挽歌の最後に持って来て締め括ったところ、ただ単に沈
思して暗うつなままで終らせないところにテニスンらしさが見える。
まとめ
これまでわれわれはテニスンのいくつかの詩中から「月」のイメージを拾い出して、詩人
の特性との関連について検討してきた。‘Claribel，とStAgnes'Eve，では「月」は死の世界と
結びついたような厳かな宗教性をおびる。‘Mariana，どTheLadyofShalott'における「月」
はマリアナとシャロットの女がそれぞれ自らがこもっている部屋の「外」で輝いているとこ
ろに共通性がある。‘Mariana，においては「月」は時間の経過つまり現世の変化を象徴する
存在であり、マリアナの心をかき乱す。‘TheLadyofShalott，ではシャロットの女自身が部屋
から外に出た段階で夜の月を体現しているかに見えるが、それによって彼女は決して現世で
は太陽の光を見ることができないという宿命を背負う。
‘TheLotos-Eaters，の「月」もまた時間の経過を表わす存在であり、変化する自然の象徴で
もある。それに対比されて「ロータスを食する人達」の「生中死」のような中途半端な、変
化しない状態が強調されている。
‘MortediArthur，では傷付いたアーサー王を背負い、湖へと向かうベディヴェア卿を月光が
照らし出す。栄華を誇った存在がやがて滅び行くという一種の無常観を現出するための重要
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な背景をここでの「月」は担っている。
ﾙﾘﾉﾉｂｑ/伽Ｋ】"ｇ中の`Guinevere，の章では、尼寺へ行く王妃ギニヴィアを「月」は満月であ
っても霧に隠れて照らすことはない。その点では`StAgnes'Eve'におけるアグネスを包み込
む光を投げ与える月とは対照的ですらある。
Ｅ"ocMMe"では「雲にかかった月」がイーノックの将来の不安な状況を暗示しているし、
ｍＭｂｍｏ,伽においては「月」は詩人の心の有様と密接に結びついている。
かくして「月」はテニスンという詩人にとって、「時間の経過」や「人の心の有様」を表
わす存在になりえたが、宗教的な崇高な雰囲気をかもし出すための役割を担う場面も多かっ
た。常に「現世の変化」と「神の永遠性」を意識していた詩人にとって、「月」はきわめて
親しみ易くて扱い易いイメージではなかったろうか。
注
テニスンの詩の引用はChristopherRicks(ed),mePbemsq/Tb"川o〃(London:Longmans,1987）
3volsによる。
‘Morted'Arthur，（1842年出版)で引用した詩行は、lZI【)ﾉﾉLFq/ﾉﾊeKi"ｇ中の`PassingofArthur，
の章（1869出版）でも全く同様のものが見られるが、小論では出版年の早い`MortedArthur,
からの引用とした。
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